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る
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書 

 

国
土
交
通
省
の
「
鉄
道
事
業
者
と
地
域
の
協
働
に
よ
る
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
刷
新
に
関
す
る
検
討
会
」
は
、
二
〇
二
二
年
七

月
二
十
五
日
、
「
地
域
の
将
来
と
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
在
り
方
に
関
す
る
提
言
」
（
以
下
、
「
提
言
」

と
い
う
）
を
取
り
ま
と
め
、
輸
送
密
度
千
人
未
満
の
路
線
に
つ
い
て
、
国
が
主
導
し
て
協
議
会
を
設
け
る
方
針
を
示
し
た
。

「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
地
域
交
通
の
『
リ
・
デ
ザ
イ
ン
』
有
識
者
検
討
会
」
の
提
言
も
含
め
て
、
現
在
、
国
土
交
通
省

の
交
通
政
策
審
議
会
に
お
い
て
具
体
化
の
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

地
域
公
共
交
通
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
、
議
論
を
提
起
す
る
こ
と
は
重
要
と
考
え
る
が
、
ロ
ー
カ
ル
線
沿
線
の
地
方
自
治

体
か
ら
は
、
「
提
言
」
の
内
容
に
対
し
懸
念
の
声
も
上
が
っ
て
い
る
。 

 

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

「
提
言
」
で
は
、
国
の
主
体
的
な
関
与
に
よ
り
「
特
定
線
区
再
構
築
協
議
会
（
以
下
、
「
協
議
会
」
と
い
う
）
」
を
設
置

し
、
「
廃
止
あ
り
き
」
「
存
続
あ
り
き
」
と
い
っ
た
前
提
を
置
か
ず
に
協
議
を
行
い
、
協
議
開
始
後
、
最
長
で
も
三
年
以
内

に
沿
線
自
治
体
と
鉄
道
事
業
者
が
合
意
の
上
、
対
策
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
三
年
以
内
に
結
論

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。 



 

２ 

 

二 

一
極
集
中
の
是
正
や
地
域
間
格
差
の
解
消
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
は
、
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
や
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」
な
ど
、
政
府
の
主
要
政
策
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
国
策
で
あ
る
。
ま
た
国
土
交

通
省
も
「
第
二
次
国
土
形
成
計
画
」
に
お
い
て
、
「
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
」
を
掲
げ
て
い
る
。 

 
 

廃
線
は
も
と
よ
り
、
公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
は
過
疎
化
や
人
口
減
少
を
加
速
し
、
更
に
深
刻
な
地
方
の
衰
退
を
も
た

ら
し
か
ね
な
い
。
こ
の
点
、
「
協
議
会
」
で
成
案
が
得
ら
れ
た
か
否
か
に
よ
っ
て
、
国
の
支
援
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

三 

鉄
道
網
は
国
土
の
保
全
や
安
全
保
障
な
ど
、
単
な
る
経
済
合
理
性
や
地
域
事
情
に
と
ど
ま
ら
な
い
価
値
を
有
す
る
と
考
え

る
が
、
国
は
ロ
ー
カ
ル
線
を
含
め
た
全
国
的
な
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
す
る
こ
と
の
、
国
益
上
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


